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３ 人権問題について 

（１）過去５年間に差別や人権侵害を受けた経験 
◇『感じる（計）』は１割を超える 

問７ あなたは、過去５年間に差別や人権侵害を受けたと感じたことはありますか。（○は１つ） 

＜図表３－１＞過去５年間に差別や人権侵害を受けた経験 

 

 

 

 

 

 

過去５年間に差別や人権侵害を受けた経験を聞いたところ、「たびたび感じる」（2.4％）と「たま

に感じることがある」（10.5％）を合わせた『感じる（計）』（13.0％）は１割を超える。 

一方、「ほとんど感じることはない」（39.0％）と「まったく感じない」（43.5％）を合せた『感じ

ない（計）』（82.5％）は８割を超える。（図表３－１） 

 

〔参考〕平成24年度・27年度の同様の項目による調査結果との比較（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

地域別にみると、『感じる（計）』は“山武地域”（25.0％）が２割台半ばで高くなっている。 

（図表３－２） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、『感じる（計）』は、女性の40代（21.8％）が２割を超え、女性の30代（19.6％）

が約２割で高くなっている。 

一方、『感じない（計）』は、男性の75歳以上（95.1％）が９割台半ばで高くなっている。 

（図表３－２） 
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＜図表３－２＞過去５年間に差別や人権侵害を受けた経験／地域別、性・年代別 
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全　　体 (1,597)
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千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東 葛 飾 地域 (378)
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香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)
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　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)
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（１－１）差別や人権侵害を受けた内容 
◇「相手の態度や発言で傷つけられた」が６割台半ば 

（問７で「たびたび感じる」または「たまに感じることがある」とお答えの方に） 

問７－１ それはどのような内容ですか。（○はいくつでも） 

＜図表３－３＞差別や人権侵害を受けた内容（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）（ ）の数字は平成27年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝198 

 

過去５年間に差別や人権侵害を受けたと感じると回答した207人を対象に、どのような内容か聞

いたところ、「相手の態度や発言で傷つけられた」（64.7％）が６割台半ばで最も高く、以下「職場

でいやがらせ（セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメント等）を受けた」（39.1％）、「あ

らぬうわさ、悪口で名誉・信用を傷つけられた、侮辱された」（33.3％）が続く。（図表３－３） 

 

 

※サンプル数が少ないため、【地域別】、【性・年代別】は参考までに図示するにとどめる。 

（9ページ「報告書の見方（５）」を参照）（図表３－４） 

（n=207）

相手の態度や発言で傷つけられた

職場でいやがらせ（セクシュアル・ハラスメントや
パワー・ハラスメント等）を受けた

あらぬうわさ、悪口で名誉・信用を傷つけられた、

侮辱された

本来やらなくてもいいことを無理にやらされたり、

やりたかったことを妨げられたりした

人種・信条・性別・社会的身分等を理由に差別された

行政機関、警察、医療機関、福祉施設等で

不当な扱いを受けた

日常生活でプライバシーを侵害された

暴力をふるわれた

インターネット上（掲示板やＳＮＳ等）で
誹謗中傷する書き込みやプライバシーの侵害を受けた

地域において他の住民と違う扱いを受けた

アウティング（本人の承諾なく、性的少数者である

ことを他人に話すこと）をされた

その他

無回答

64.7 (64.1)
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[参考]＜図表３－４＞差別や人権侵害を受けた内容（複数回答）／地域別、性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ 相手の態度や発言で傷つけ

られた

□ 職場でいやがらせ（セク

シュアル・ハラスメントや
パワー・ハラスメント等）

を受けた

□ あらぬうわさ、悪口で名

誉・信用を傷つけられた、
侮辱された

ｎ
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□ 相手の態度や発言で傷つけ
られた

□ 職場でいやがらせ（セク
シュアル・ハラスメントや

パワー・ハラスメント等）

を受けた

□ あらぬうわさ、悪口で名
誉・信用を傷つけられた、

侮辱された

ｎ

全　　体 (207)

【　性・年代別　】 

男性（計） (69)

　18～19歳 (1)

　20代 (8)

　30代 (3)

　40代 (19)

　50代 (11)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (6)

　70～74歳 (9)

　75歳以上 (3)

女性（計） (130)

　18～19歳 (1)

　20代 (11)

　30代 (21)

　40代 (36)

　50代 (19)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (11)

　70～74歳 (10)

　75歳以上 (12)

□ 本来やらなくてもいいこと

を無理にやらされたり、や
りたかったことを妨げられ

たりした

□ 人種・信条・性別・社会的

身分等を理由に差別された

□ 行政機関、警察、医療機

関、福祉施設等で不当な扱
いを受けた

ｎ
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男性（計） (69)

　18～19歳 (1)

　20代 (8)

　30代 (3)

　40代 (19)

　50代 (11)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (6)

　70～74歳 (9)

　75歳以上 (3)

女性（計） (130)

　18～19歳 (1)

　20代 (11)

　30代 (21)

　40代 (36)

　50代 (19)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (11)

　70～74歳 (10)

　75歳以上 (12)
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（１－２）差別や人権侵害を受けたときの対応 
◇「仕方がないので、自分の胸のうちに収めてしまった」が５割台半ば 

（引き続き、問７で「たびたび感じる」または「たまに感じることがある」とお答えの方に） 

問７－２ あなたは、そのようなとき、どのような対応をしましたか。 
（○はいくつでも） 

＜図表３－５＞差別や人権侵害を受けたときの対応（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）（ ）の数字は平成27年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝198 

過去５年間に差別や人権侵害を受けたと感じると回答した207人を対象に、差別や人権侵害を受

けたときの対応について聞いたところ、「仕方がないので、自分の胸のうちに収めてしまった」

（53.6％）が５割台半ばで最も高く、以下「家族や友人、上司などに相談した」（37.7％）、「相手に

抗議した」（23.7％）が続く。（図表３－５） 

 

 

※サンプル数が少ないため、【地域別】、【性・年代別】は参考までに図示するにとどめる。 

（9ページ「報告書の見方（５）」を参照）（図表３－６） 

  

（n=207）

仕方がないので、自分の胸のうちに収めてしまった

家族や友人、上司などに相談した

相手に抗議した

弁護士に相談したり、法的手続きに訴えたりした

警察に被害届を出したり、相談したりした

行政機関や人権擁護委員に相談した

民間団体に相談した

マスコミに働きかけたりチラシを作ったりするなどして、

人々に訴えた

その他

無回答

53.6 (45.5)

37.7 (46.0)

23.7 (27.8)

6.3 (6.1)

6.3 (7.6)

2.9 (3.0)

0.5 (1.0)

0.5 (0.5)

6.8 (9.6)

4.8 (7.1)

0 20 40 60（%）
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[参考]＜図表３－６＞差別や人権侵害を受けたときの対応（複数回答） 

／地域別、性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ 仕方がないので、

自分の胸のうちに
収めてしまった

□ 家族や友人、上司などに

相談した

□ 相手に抗議した
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印 旛 地 域 (33)

香 取 地 域 (1)

海 匝 地 域 (7)

山 武 地 域 (14)

長 生 地 域 (6)

夷 隅 地 域 (4)

安 房 地 域 (4)

君 津 地 域 (11)

□ 弁護士に相談したり、
法的手続きに訴えたりした

□ 警察に被害届を出したり、
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□ 行政機関や人権擁護委員に
相談した
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長 生 地 域 (6)

夷 隅 地 域 (4)

安 房 地 域 (4)

君 津 地 域 (11)
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9.1 

0.0 

0.0 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

9.1 

0 20 40 60 80 100
（%）

2.9 

6.3 

2.0 

2.6 
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0.0 

0.0 
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0.0 
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□ 仕方がないので、
自分の胸のうちに

収めてしまった

□ 家族や友人、上司などに
相談した

□ 相手に抗議した

ｎ

全　　体 (207)

【　性・年代別　】 

男性（計） (69)

　18～19歳 (1)

　20代 (8)

　30代 (3)

　40代 (19)

　50代 (11)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (6)

　70～74歳 (9)

　75歳以上 (3)

女性（計） (130)

　18～19歳 (1)

　20代 (11)

　30代 (21)

　40代 (36)

　50代 (19)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (11)

　70～74歳 (10)

　75歳以上 (12)

□ 弁護士に相談したり、

法的手続きに訴えたりした

□ 警察に被害届を出したり、

相談したりした

□ 行政機関や人権擁護委員に

相談した

ｎ

全　　体 (207)

【　性・年代別　】 

男性（計） (69)

　18～19歳 (1)

　20代 (8)

　30代 (3)

　40代 (19)

　50代 (11)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (6)

　70～74歳 (9)

　75歳以上 (3)

女性（計） (130)

　18～19歳 (1)

　20代 (11)

　30代 (21)

　40代 (36)

　50代 (19)

　60～64歳 (9)

　65～69歳 (11)

　70～74歳 (10)

　75歳以上 (12)

男

性

女

性

男

性

女

性

53.6 

58.0 

100.0 

50.0 

33.3 

57.9 

90.9 

55.6 

50.0 

44.4 

33.3 

53.8 

0.0 

63.6 

42.9 

61.1 

57.9 

44.4 

36.4 

70.0 

50.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

37.7 

23.2 

100.0 

37.5 

66.7 

31.6 

9.1 

11.1 

33.3 

0.0 

0.0 

43.8 

100.0 

72.7 

57.1 

50.0 

52.6 

11.1 

27.3 

20.0 

16.7 

0 20 40 60 80 100
（%）

23.7 

20.3 

0.0 

25.0 

0.0 

26.3 

18.2 

11.1 

16.7 

22.2 

33.3 

26.2 

0.0 

36.4 

28.6 

27.8 

21.1 

33.3 

27.3 

10.0 

25.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

6.3 

5.8 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

9.1 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

6.2 

0.0 

0.0 

9.5 

5.6 

0.0 

11.1 

9.1 

0.0 

16.7 

0 20 40 60 80 100
（%）

6.3 

7.2 

0.0 

0.0 

0.0 

10.5 

9.1 

0.0 

0.0 

11.1 

33.3 

4.6 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

5.3 

0.0 

27.3 

0.0 

0.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

2.9 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

11.1 

16.7 

0.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

9.5 

0.0 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

8.3 

0 20 40 60 80 100
（%）
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（２）人権問題の解決のための啓発で力を入れるべきもの 
◇「インターネットを通じた人権侵害」が５割台半ば 

問８ 千葉県では、さまざまな人権問題について、その解決のための啓発に取り組んでいま

す。あなたは、今後、どの問題について今まで以上に啓発すべきと思いますか。 

（○はいくつでも） 

＜図表３－７＞人権問題の解決のための啓発で力を入れるべきもの（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）（ ）の数字は平成27年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝1,504 
※「職場における人権問題（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント等）」は今回調査から追加 

人権問題の解決のための啓発で力を入れるべきものについて聞いたところ、「インターネットを

通じた人権侵害」（56.0％）が５割台半ばで最も高く、以下「障害のある人の人権」（50.0％）、「職

場における人権問題（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント等）」（47.2％）、「子ど

もの人権」（42.3％）が続く。（図表３－７） 

 

【地域別】 

地域別にみると、「女性の人権」は“葛南地域”（43.0％）が４割を超えて高くなっている。 

（図表３－８） 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、「インターネットを通じた人権侵害」は、女性の40代（64.2％）が６割台半

ばで高くなっている。 

「障害のある人の人権」は、男性の65～69歳（72.1％）が７割を超え、女性の75歳以上（60.0％）

（n=1,597）

インターネットを通じた人権侵害

障害のある人の人権

職場における人権問題（セクシュアル・ハラスメント、

パワー・ハラスメント等）

子どもの人権

女性の人権

高齢者の人権

犯罪被害者とその家族の人権

震災等災害時の人権への配慮

感染症患者・家族等の人権問題（ＨＩＶ・ハンセン病・

新型コロナウイルス感染症等）

性的少数者（ＬＧＢＴ等）の人権

外国人の人権

被差別部落出身者の人権

その他

特にない

無回答

56.0 (28.5)

50.0 (47.3)

47.2

42.3 (35.7)

38.6 (30.9)

36.6 (41.7)

26.5 (22.1)

24.2 (25.9)

23.9 (8.7)

22.0 (11.6)

21.2 (10.8)

13.9 (7.9)

2.3 (1.9)

6.2 (6.0)

1.1 (7.4)

0 10 20 30 40 50 60 70（%）
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が６割で高くなっている。 

「職場における人権問題（セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメント等）」は、女性の

20代（72.6％）が７割を超え、女性の30代（57.9％）が約６割、女性の40代（54.5％）が５割台半

ばで高くなっている。 

「子どもの人権」は、女性の30代（53.3％）が５割を超えて高くなっている。（図表３－８） 

＜図表３－８＞人権問題の解決のための啓発で力を入れるべきもの（複数回答） 

／地域別、性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ インターネットを通じた
人権侵害

□ 障害のある人の人権 □ 職場における人権問題
（セクシュアル・ハラスメ

ント、パワー・ハラスメン

ト等）

ｎ

全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東葛 飾 地 域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)

□ 子どもの人権 □ 女性の人権 □ 高齢者の人権

ｎ

全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東葛 飾 地 域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)

56.0 

53.1 

58.2 

60.3 

52.3 

58.8 

50.0 

48.2 

47.8 

53.8 

54.8 

57.8 

0 20 40 60 80 100
（%）

50.0 

48.3 

52.5 

50.0 

48.2 

47.1 

52.5 

53.6 

50.0 

46.2 

54.8 

49.4 

0 20 40 60 80 100
（%）

47.2 

46.9 

43.8 

51.6 

49.7 

58.8 

40.0 

48.2 

41.3 

46.2 

41.9 

44.6 

0 20 40 60 80 100
（%）

42.3 

41.8 

46.3 

43.7 

40.5 

47.1 

30.0 

39.3 

30.4 

34.6 

45.2 

39.8 

0 20 40 60 80 100
（%）

38.6 

36.1 

43.0 

40.2 

35.9 

52.9 

32.5 

35.7 

28.3 

26.9 

35.5 

41.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

36.6 

37.4 

35.6 

37.8 

34.9 

47.1 

45.0 

37.5 

32.6 

19.2 

32.3 

39.8 

0 20 40 60 80 100
（%）
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□ インターネットを通じた

人権侵害

□ 障害のある人の人権 □ 職場における人権問題

（セクシュアル・ハラスメ
ント、パワー・ハラスメン

ト等）

ｎ

全　　体 (1,597)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

□ 子どもの人権 □ 女性の人権 □ 高齢者の人権

ｎ

全　　体 (1,597)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

男

性

女

性

男

性

女

性

56.0 

55.7 

50.0 

51.0 

50.0 

64.1 

63.8 

62.9 

57.4 

55.8 

42.3 

56.3 

50.0 

56.5 

61.7 

64.2 

62.4 

62.7 

57.1 

47.2 

37.5 

0 20 40 60 80 100
（%）

50.0 

51.5 

50.0 

25.5 

43.5 

44.4 

52.1 

53.2 

72.1 

55.8 

57.7 

49.5 

37.5 

38.7 

38.3 

51.5 

48.1 

51.8 

51.9 

50.9 

60.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

47.2 

45.6 

75.0 

51.0 

50.0 

53.8 

46.8 

58.1 

45.9 

36.3 

33.3 

48.8 

62.5 

72.6 

57.9 

54.5 

50.4 

47.0 

42.9 

38.0 

32.5 

0 20 40 60 80 100
（%）

42.3 

39.7 

75.0 

47.1 

35.5 

41.9 

26.6 

45.2 

42.6 

36.3 

44.7 

44.6 

12.5 

50.0 

53.3 

46.7 

39.8 

37.3 

48.1 

40.7 

45.0 

0 20 40 60 80 100
（%）

38.6 

30.7 

50.0 

17.6 

24.2 

29.1 

21.3 

38.7 

42.6 

28.3 

39.8 

44.6 

37.5 

50.0 

55.1 

44.8 

45.9 

47.0 

39.0 

40.7 

36.7 

0 20 40 60 80 100
（%）

36.6 

36.0 

0.0 

3.9 

14.5 

22.2 

29.8 

41.9 

50.8 

47.8 

57.7 

37.4 

12.5 

17.7 

15.9 

26.1 

36.8 

44.6 

40.3 

56.5 

60.8 

0 20 40 60 80 100
（%）
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（３）人権が尊重される社会を実現するための県の取り組み 
◇「学校等における人権教育を充実させる」が６割を超える 

問９ あなたは、人権が尊重される社会を実現するために、今後、千葉県においてど

のような取組が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

＜図表３－９＞人権が尊重される社会を実現するための県の取り組み（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）（ ）の数字は平成27年度の同様の項目による調査結果 ｎ＝1,504 

人権が尊重される社会を実現するための県の取り組みについて聞いたところ、「学校等における

人権教育を充実させる」（61.2％）が６割を超えて最も高く、以下「社会的に弱い立場にある人に対

する支援・救済等を充実させる」（45.0％）、「行政が人権尊重の視点に立ってさまざまな施策を行

う」（38.2％）、「企業、事業所における人権教育を充実させる」（37.0％）が続く。（図表３－９） 

 

【地域別】 

地域別にみると、「学校等における人権教育を充実させる」は“葛南地域”（66.2％）が６割台半

ばで高くなっている。 

「行政が人権尊重の視点に立ってさまざまな施策を行う」は“千葉地域”（44.9％）が４割台半ば

で高くなっている。（図表３－10） 

 

【性・年代別】 

性・年代別にみると、「学校等における人権教育を充実させる」は、男性の75歳以上（71.5％）が

７割を超えて高くなっている。 

「社会的に弱い立場にある人に対する支援・救済等を充実させる」は、女性の75歳以上（61.7％）

が６割を超え、女性の65～69歳（57.1％）が約６割で高くなっている。 

「行政が人権尊重の視点に立ってさまざまな施策を行う」は、男性の65～69歳（50.8％）が５割、

（n=1,597）

学校等における人権教育を充実させる

社会的に弱い立場にある人に対する支援・救済等を

充実させる

行政が人権尊重の視点に立ってさまざまな施策を行う

企業、事業所における人権教育を充実させる

家庭の教育力を向上させる

人権侵害を受けた人に対する救済策を充実させる

行政が住民の人権意識を高めるための啓発活動を推進する

公務員等人権と関わりの深い職業に従事する人の

人権意識を高める

住民やＮＰＯ等の団体による人権尊重に向けた取組を

支援する

公民館等で行う生涯学習において人権教育を充実させる

その他

無回答

61.2 (55.6)

45.0 (43.1)

38.2 (32.0)

37.0 (23.7)

33.0 (35.1)

32.2 (19.4)

31.7 (31.1)

25.9 (24.2)

12.4 (8.6)

10.3 (9.4)

1.6 (2.0)

3.8 (7.6)

0 10 20 30 40 50 60 70（%）
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女性の75歳以上（48.3％）が約５割で高くなっている。 

「企業、事業所における人権教育を充実させる」は、女性の40代（49.7％）が約５割、女性の50

代（45.1％）が４割台半ばで高くなっている。（図表３－10） 

 

＜図表３－10＞人権が尊重される社会を実現するための県の取り組み（複数回答） 

／地域別、性・年代別（上位６項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

□ 学校等における人権教育を
充実させる

□ 社会的に弱い立場にある人
に対する支援・救済等を

充実させる

□ 行政が人権尊重の視点に
立ってさまざまな施策を

行う

ｎ

全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東葛 飾 地 域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)

□ 企業、事業所における

人権教育を充実させる

□ 家庭の教育力を向上させる □ 人権侵害を受けた人に

対する救済策を充実させる

ｎ

全　　体 (1,597)

【 地 域 別 】 

千 葉 地 域 (294)

葛 南 地 域 (402)

東葛 飾 地 域 (378)

印 旛 地 域 (195)

香 取 地 域 (17)

海 匝 地 域 (40)

山 武 地 域 (56)

長 生 地 域 (46)

夷 隅 地 域 (26)

安 房 地 域 (31)

君 津 地 域 (83)
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□ 学校等における人権教育を
充実させる

□ 社会的に弱い立場にある人
に対する支援・救済等を

充実させる

□ 行政が人権尊重の視点に
立ってさまざまな施策を

行う

ｎ

全　　体 (1,597)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

□ 企業、事業所における
人権教育を充実させる

□ 家庭の教育力を向上させる □ 人権侵害を受けた人に
対する救済策を充実させる

ｎ

全　　体 (1,597)

【　性・年代別　】 

男性（計） (687)

　18～19歳 (4)

　20代 (51)

　30代 (62)

　40代 (117)

　50代 (94)

　60～64歳 (62)

　65～69歳 (61)

　70～74歳 (113)

　75歳以上 (123)

女性（計） (863)

　18～19歳 (8)

　20代 (62)

　30代 (107)

　40代 (165)

　50代 (133)

　60～64歳 (83)

　65～69歳 (77)

　70～74歳 (108)

　75歳以上 (120)

男

性

女

性

男

性

女

性

61.2 

61.6 

50.0 

49.0 

59.7 

62.4 
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61.3 
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71.5 
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87.5 

58.1 

65.4 

64.8 

60.9 

57.8 

64.9 

62.0 

55.0 
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このほかにも、「人権問題について」や問７～問９について、ご意見やご提案があれば自由にお

書きください。 

ご意見やご提案を自由に記述していただいたところ、173人から回答が寄せられた。一部抜粋  

してご意見を記載するものとする。 

 

■「人権問題について」の自由回答（抜粋） 

○偏見をなくすことは難しいと思います。お互いを尊重する気持ちは大事です。知らないことを

知る教育は助けになると思います。  （男性、60～64歳、東葛飾地域） 

 

○女性の人権尊重に対する施策が急務だと思う。まず政府、自治体が行なうことは女性の議員を

一定数増やすこと。そうすれば女性の視点での政治が行なわれ、人権問題の解決にもつながる

と思う。硬直した男性の視点では人権問題の解決は進まない。（女性、75歳以上、東葛飾地域） 

 

○北海道内の小学校ではアイヌについて、就職先（大阪の企業）では定期的に同和問題について

学ぶ機会に恵まれ、人権問題に目を向ける良いきっかけとなりました。啓発と教育、そしてこ

れに携わる人の意識向上が人権尊重と支援・救済の基礎になると考えます。 

（女性、40代、葛南地域） 

 

○被害者支援、カウンセリングも必要だと思いますが、日本で最も足りないものは加害者へのカ

ウンセリングではないかと思います。「いじめ」についてですが、加害者が少しの説教だけでそ

の後普通の生活をしているのはどうかと思う。 （性別回答しない、40代、葛南地域） 

 

○特にインターネット上での誹謗中傷や風評被害に対しては、罰則を強化して対策をしてほしい。 

（男性、70～74歳、君津地域） 

 

○人権問題については、子供のころから家庭や学校などで教育していくことが必要だと思います。

もちろん、大人もしっかり理解できていないといけませんので、何かイベントを通じて知るき

っかけ作りがあってもいいと思います。     （男性、50代、葛南地域） 

 

○人権については、教育が全てと感じます。受け身で行政に対応を任せて、特殊なイベントとし

て扱うのではなく、自発的に自分事として考えられる機会を日常の場面で増やす。その教育を

日常の生活の中に組み込んでいくことが効果的と考えます。    （女性、40代、東葛飾地域） 

 

○人権について、何が侵害に当たるのか、責任を持つべき人が誰なのかがわからない人が増えて

いると思います。日常生活の中で当たり前のこととして理解してもらう取り組みを進めるべき

だと思います。 （男性、70～74歳、葛南地域） 

 

○障害のある人はいつも特別な目で見られがちだと思う。車椅子の人が入れるカフェ、レストラ

ンが少ない。バリアフリー施設を増やしていけたら、もっと住みやすくなるかなと思う。入れ

ないから諦めている人沢山いるので県で補助できると、もっと住みやすい県になるのではない

かと思う。     （女性、20代、千葉地域） 


